
           

令和６年度  第３回小委員会のテーマ及び論点  

 

(８月２０日開催 ) 

 

 

 

 

＜論点１＞  

今期の議論を踏まえ、現行の社会保険料の仕組みにおけ

る課題とその対応についてどう考えるか。  

＜検討項目＞  

〇  「全世代型社会保障」（すべての世代が能力に応じて負

担し、支え合う）という考え方に照らし、社会保険料に

おける賦課ベースをどう考えるか。  

     －金融所得（利子・配当・株式等譲渡）  

     －副業収入  

     －資産  

〇  社会保険料負担について、逆進性があるともされている

が、どう評価するか。  

 

＜論点２＞  

少子高齢化・人口減少の中、将来的に社会保障を支える

財源を確保していくにあたり、重要な問題や課題はどのよ

うなものか、それにどのように対応すべきか。  

＜例示＞  

○  将来的に必要な社会保障財源が増大していくことを踏

まえ、どのようにして十分な財源を確保していくべきか。 

○  全ての世代で能力に応じて負担し支え合い、必要な人

が必要な社会保障サービスを受けることができる「全世

代型社会保障」に照らして、財源の在り方はどう考える

か。  

【テーマ】  

社会保障を支える財源（税・社会保険料）  

資料１  


